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I.研究の 目的  近 年、施設畑は増加の
一途 をた どってお り、それに十分対応 した

用水計画が求められている。そこで本研究ではハ ウス外気象データより施設畑の消

費水量を推定 し、それ をもとに作物係数を算定 した。 さらに、用水確保の一手段 と

して雨水 を潅漑水 として利用できるか どうかについて水量、水質の面か ら検討 した。

I.試 験闘場の概要  愛 知県海部郡佐屋町の ビニールハ ウスで調査 した。試験圃場

では トマ トの栽培が ロックウールにより行われている。ハ ウスは 4棟 が連棟になっ

た ものである。西端には潅漑用の雨水を貯留す る貯水槽が設置 されてお り、連棟の

谷間にある樋 を通 じて雨水が集水 される。ハ ウス全体の面積は 1243.4m2で ぁるが、

雨水の集水可能面積は 1078。7m2で ぁる。貯水槽は大小 2つ に区切 られてお り、集

水 された雨水はまず大きい貯水槽で浮遊物 を沈殿 させた後小 さい貯水槽 に移 され潅

漑 され る。貯水槽の容量は大小合わせて 38口6m3で ぁる。

正.観測方法 . 貯 水槽 に水位計を設置 し、水位 の減少量に貯水槽 の面積 を乗 じ潅

水量 とした。 日射の影響が異なる 5地 点において転倒マス型流量計を設置 して余剰

水量を測定 し、耀水量か ら余剰水量を差 し引いたものを消費水量 とした。また、気

象 タワーによ り気温、湿度、 日射量、純放射量、風速、アルベ ドの測定を行い、ハ

ウス内の気象環境について調査 した。 さらに、ハ ウス内外の気象環境 を比較す るた

め、ハ ウスの外において気温、湿度、 日射量の測定を行つた。また、貯水槽 に貯留

された雨水について pH、 EC、 蒸発残留物量を調査 した。

IV.結果お よび考察  ハ ウス内の気象を推定す る際、気温は 8月 、9月 、 10月 は

ハ ウス外気温 と同 じ値 を、11月 の暖房開始前まではハ ウス外気温に+2℃ 加 えた も

の とし、暖房開始後は一律 15℃ とす る。相対湿度はハ ウス外のそれにかかわ らず一

律 90%と す る。試験圃場の ビニールハ ウスにおける日射の透過率は 56%、 アルベ

ドは 21%で あつた。ハ ウス内の純放射量に有効長波放射は含まれず、その推定式は、

(ハウス内純放射量)=(1-0。 21)×(ハウス外 日射量)×0。56

とす る。風速はハ ウス内では観測期間中ほぼ無風状態だつたので、
一律 Om/sと す

る。以上のよ うな方法でハ ウス外の気象デー タよ リハ ウス内の気象環境 を推定 し、

その推定値 を用いてペ ンマン式によ リハ ウス内の蒸発散位 を求めた。そ して、実測

によ り求められた トマ トの消費水量をこの値で徐 して試験圃場における作物係数 を

求めた。期間中の全潅水量は 191.76m3、全余剰水量は 42,09m3、 全消費水量は

149.68m3で ぁ り、一 日平均をそれぞれ水深で示す と、1.36、0.30、1.07m m/dと

なつた。作物係数は、 ト マ トの枯死が著 しく、消費水量の減少 した 12月 後半以降

を除き、設計基準値 よ りも大 きくな り、施設畑の用水計画を立てる際、作物係数に

注意が必要なことがわかった。

また、貯水槽か ら採取 した雨水の水質は トマ トの栽培に関 して大きな問題は見 ら

れず、潅漑水 として使用す ることは可能であると考えられ る。
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